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平成 30 年 3 月期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 30 年 3 月期（平成 29 年 10 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）の業績につきまし

て、平成 29 年 11 月 14 日に公表いたしました連結業績予想と本日公表の実績において差異が生

じましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 連結業績予想値と実績値との差異について 

（1）平成 30 年 3 月期（平成 29 年 10 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）通期連結業績予想値

と実績値との差異 
          （単位：百万円） 

         
売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に
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1 株当たり
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前回発表予想（Ａ） 

百万円
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百万円

940
百万円
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百万円 
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円.銭
31.70

今回実績値（Ｂ） 14,135 1,215 1,265 829 43.82
増減額（Ｂ－Ａ） 2,535 275 265 229 －

増減率（％） 21.9% 29.3% 26.5% 38.2% －

（ご参考）前期実績 
（平成 29 年 9 月期） 

22,242 1,634 1,735 1,328 70.20

 
2. 平成 30 年 3 月期累計期間業績予想値との差異の理由 

売上高につきましては、大型工事の進捗が当初予想よりも進行したこと等が要因です。利

益につきましては、受注環境の厳しい中、販売費及び一般管理費の効率的運営を図るととも

に、BIM を駆使しつつ、IE を主とした KAIZEN 活動や仮設資材等の軽量化・省力化による

工数削減等による工事原価の一層の支出削減を推進したことから、親会社株主に帰属する当

期純利益が前回予想を上回りました。 
                                   以 上 

 


